

































生産反数 陣価 生産価格 生産反数 陣価1生産価格
明治20年 7，530反 5．20円 39，156円 7，379反1．77円 13，060円
25 14，515 6．08 88，171 12，732 1．61 20，499
30 21，733 9．60 208，637 27，687 2．00 55，374
35 25，267 9．20 232，456 44，255 1．95 86，297
40 29，795 11．15 332，214 26，771 2．09 55，951
44 34，612 9．50 328，814 6，319 1．80 13，333





































































































































































































































































明治21年 17，555 11，625 29，181
22 17，536 10，317 27，853
23 12，865 7，724 20，589
24 13，565 8，024 21，590
25 13，500 8，100 21，600
26 13，800 8，300 22，100
27 19，600 18，700 38，300





明治18年71，770268 330 28 1 15 2 1 0 2，417
8 956 147 32 17 2 15 1 1 0 1，174
9 1，199264 26130 1 39 8 5 0 1，811
101，890432 347 40 2 31 9 2 1 21 0 22 67 2，871
111，270396391 28 3 60 3 7 0 3 0 2，166
121，147433 428 32 4 63 4 20 2 21 0 2，159
明治19年11，452372 118 31 1 34 3 30 0・ 11 21 2，077
2 1，322 138 9537 1 33 12 0 20 2 1，663
3 1，488210 17627 1 80 7 13 0 13 2，021
4 1，206313 184 24 1 52 2 13 1 13 0 1，816
5 2，134455 43326 2 52 24 1 2 0 16 3，154


































































　（近江屋）　　　（丁子屋） 荻原忠三郎 稲村源助（伊勢屋） そ　の　他　　　　　合　計　㈲　（5人） 返品高　⑧　　（A）一（B＞
63 264 122 21 113 14，379 14β79
1，596 726 1，021 637 305 19，580 24 19，555
994 722 366 34 52 14，665 40 14，625
1，757 930 1，999 744 1，041 22，558 21 22’C536
1，421 1，127 53 113 10 13，510 193 13，317
925 1，231 37 786 15，965 99 15，865




























明治12年 24，028反23．805反 一反 2，724反 一反
19 29，629 23，127 15，014 2，609 一
21 39，628 28，026 15，014 3，503 1，226
26 24，515 21，610 21，023 3，329 一
27 24，515 7，225 21，103　　　■ 3，329 一






































地 主 的 側 面
貸　金　利
? 田畑鮒所酬 耀轟嬢 陳家 所得i貸家の修繕費
38円 100円 84円 89円 69円
46 91 100 48 90
24 80 108 48 85
18 122 113 15 115
7 127 98 63 64
2 147 76 70 55
157 88 71 65
137 42 85 50
118 40 80 55
118 40 80 55
133 44 85 70





313円 150円 26，150円 50円 17円 155円 165円
612 140 18，835 43 253 150 128
587 138 27，820 39 205 150 242
526 107 26，563 38 235 150 292
379 90 19，464 24 191 150 291
370 65 20，489 36 185 150 295
384 60 20，520 36 150 150 300
390 52 29，100 70 68 120 200
498 50 38，300 90 41 120 350
500 50 38，800 100 50 150 350
600 55 58，200 180 65 300 600





























































































































































































110円 96円 185円 118円 875円 〃
224 22 435 7952，696 取締役副頭取
125 131 1，664 下館銀行専務取締役、下館商業銀行専務取締?ｪ取
28 一 150 195
71
43 19 137 96 490 取　締　役
44 86 69 206 779取締役頭取 50町歩以上地主（大正13年）
93 監　査　役 結城繭糸市場社長
72 取締役支配人
46 28 93 32 212 結城信用組合監事（設立時）
45 15 73 34 165
242
15 7 62 59 217
25 10 67 36 263
48 22 116 66 下館商業銀行監査役
33 15 90 102 283
結城銀行監査役
2，061 50町歩以上地主（大正13年）

























































































































































































































































小 山　銀　行　結 城　支店 結　　　　城 銀　　　　行 結城信用組合 宇都都銀行




























































































































































































降剰 工剰 商業1水産剰 林　　業 擁剰 計
明治44年 2（6．5） 3（9．7） 24（77．4） 2（6．5） 31（100．0）
45 1（3．3） 3（10．0） 24（80．0） 2（6．7） 30（100。0）
大正2年 1（3．6） 3（10．7） 22（78．6） 2（7．1） 28（100．0）
3 1（2．8） 6（16．7） 27（75．0） 2（5．5） 36（100。0）
4 1（2．2） 11（24．4） 30（66．7） 3（6．7） 45（100．0）
5 2（3．5） 18（31．6） 34（59．6） 3（5．3） 57（100．0）
6 2（3．3） 18（29，5） 38（62．3） 3（4．9） 61（100．0）
7 2（2．9） 17（25。0） 42（61．8） 7（10．3） 68（100．0）
8 3（3．5） 18（20．9） 57（66．3） 8（9。3） 86（100．0）
9 5（4．0） 24（19．0） 79（62．7） 18（14．3） 126（100．0）
10 6（4．6） 26（19．8） 85（64．9） 14（10．7） 131（100，0）
11 6（4．3） 26（18．4） 93（66．0） 16（11．3） 141（100．0）
12 7（4．9） 27（18．9） 93（65．0） 16（11．2） 143（100．0）
13 6（4．0） 30（20．0） 83（55．3） 1（0．7） 30（20．0） 150（100．0）
14 7（4．6） 28（18．5） 83（55，0） 1（0。7） 32（21．2） 151（100．0）
15 11（5．4） 57（27．9） 85（41．7） 1（0，5） 50（24．5） 204（100．0）
昭和2年 173（23．0）120（16．0）319（42．5） 1（0．1） 138（18．4）751（100．0）
3 166（22．5）118（16．0）314（42．6） 1（0．1） 138（18．7）737（100．0）
4 168（22．5）122（16．3）322（43．0） 1（0．1） 135（18．0）748（100．0）
5 172（22．9）120（16．0）324（43。2） 1（0．1） 133（17．7）750（100．0）
6 168（23．0）117（16．0）309（42．2） 1（0．1） 137（18．7）732（100．0）



































































































































































































担 保 有 担
?
貸付件数 貸　付　額 1件当りﾝ　付　額 貸付件数 貸付　額 1件当りﾝ　付額
合　　　計
明治43年 67件 8，803円 131円 件
? ?
8，803円
44 61 9，508 155 9，508
45 65 9，926 152 9，926
大正2年 61 9，924 162 9，924
3 67 10，434 155 10，434
4 52 8，543 164 8，543
5 106 18，250 172 5 3，000 600 21，250
6 125 38，719 309 10 4，945 494 43，664
7 187 52，919 282 4 1，350 337 54，269
8 404 104，469 258 7 2，670 381 107，140
9 249 114，217 458 6 4，600 766 118，817













5 350（2）18，500（100） 600（1） 1，400（6） 400（2）
6 43，664（135）
7 54，269（191）
8 107，140（411）
備考：（1＞各期『事業報告書』より作成。円以下切り捨て。
　　（2）明治44年、大正7・8年記載の営業資金は商品購入と同様であると思われる。
　ところで、結城信用組合では大正5年に奨善会という財団部を設けている。「奨善会趣意書」には
「本会バー定ノ基本財産ヲ蓄積シテニ宮尊徳翁ノ遺教ヲ遵奉シ道徳ト経済トヲ調和シ以テ社会ノ改善
発達ヲ図リ人生ノ幸福ヲ増進セム’トス」29）とある。設立の意図は、明らかに報徳運動に立脚していた
ことがわかる。その眉的として、「時々道徳経済二関スル講演会ヲ開キ精神訓育二努ムルコト」、「図
書館及ビ実業教育ノ機関ヲ設立スルコト」が掲げられており、大正7年『事業報告書』にも「奨善会
二於テハ道路及溝渠ノ改築資金造成ノ道ブ講シ其蓄積ヲ開始ス」とある。しかし、奨善会の実態は大
正期には奨学金の貸与と結城駅への傘の配置が主たるものだった。さて、ここで問題にしなければな
らないのはなぜ奨善会が設置されるにいたったかである。近来、信用組合と報徳社との関係は政策
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一453　一
史・経済史的視角から実証分析をされているが30）、奨善会の場合も、結城町近辺の報徳社（たとえぽ
下館報徳社）との関連から分析していくべきだろう。事実、明治35年に設立された下館信用組合は、
下館報徳信友講（天保14年）の流れをうけ、信用組合発起人のほとんどが明治39年に設立される下館
報徳社の社員であった。この点からも十分考察に値するであろう。
　4．むすびにかえて
　以上、明治後期の商人・地主と金融機関との関連を結城織物商人鈴木新平の経営を事例に考察して
t
’きた。その結果、鈴木家では明治後期の経営拡大にともなう経営資金調達を目的として、金融機関の
詮立に参画し七いったことが理解できた。すなわち、鈴木家が明治前期に多くの金融機関と関連を結
iんで経営の不安定性をカバーしていったのとは対照的に、後期には常に確実な資金源を求めて金融機
1
関の設立に関与していったといえよう。また、本稿の分析を通して、結城町の政治経済的風土が結城
…
町金融機関の重層構造に反映していることがわかった。その中で、鈴木家は中位の存在であったが、
鈴木家より階層性が高い織物商人奥沢庄平の場合はどうなのか。また、鈴木家より階層性の低い商家
はどのようにして金融機関と関連を結んでいくのか、さらに、結城町と時を同じくして銀行設立をみ
る県西地方の各町では、商人がいかなる動向をしめすのであろうか。この点についての実証分析は今
後の課題である。
　注
1）「結城織物業の沿革」明治42年、奥沢宗吉氏蔵（『結城市史』第3巻所収）。
2）　『茨城県勧業年報』第4回（明治17年）121－130頁。
3）　結城紬に関しては『結城市史』第3巻、『茨城県史』市町村編llに詳しい。
4）　「結城紬と足利市場」（『いはらき』明治42年2月24日）。
5）　結城町紛擾と公益百事便会についてぽ『茨城県史』市町村編・fi、木戸田四郎『茨城の歴史と民衆』228－246
　　頁参照。
6）　小倉岩吉は、明治17年に家督をついで以来、陶器商を営み、tJ・作料収入と合わせると家族の生活はゆっく
　　り維持できる程度であったと伝えられる。しかし、明治31年に陶器商をやめ、新聞販売業に転ずるととも
　　に公益百事便会を設立して社会事業に身を投じた（木戸田前掲書241－242頁）。
7）　「無尽講の流行」（「茨城日日新聞」第228－229号、明治14年12月16－17日社説、r茨城県史料』近代政治社会
　　編皿所収）。
8）　『茨城県勧業年報』第4回。
9）　朝倉孝吉『明治前期日本金融構造史』（昭和36年）参照。
10）　前掲『茨城県史』市町村編皿。
11）　「鈴木新平、明治二八年第四回内国勧業博覧会出品願」（鈴木信一氏蔵）。
12）13）14）　出典は鈴木家文書。
15）　正田健一郎「明治十年代の地方銀行」e・口（『早稲田政治経済雑誌』174・178、昭和37、38年）。
16）「得意住所姓名控簿」明治21年（鈴木信一氏蔵）。
17）「結城紬の由来と概況」（『茨城県勧業報告』第二八号、明治17年9月）。
18）　『日本全国商工人名録』（明治40年）。
19）　本場結城織物同業組合「検査反数月別簿」明治45年6月起（鈴木信一氏蔵）。
20）小山銀行は明治22年9月、L資本金6万円で栃木県小山町に設立されている。
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21）　『常陽銀行二十年史』121頁。
22）23）　産業組合中央茨城支会編『茨城県産業組合史』170－171頁。
24）　無尽類似金貸会社に関しては、朝倉前掲書、299－307頁参照。
25）　「互信会規定」（鈴木信一氏蔵）。
26）無限責任結城融通信用組合『第十期事業報告書』（明治44年度）。
27）　同上、『第十四期事業報告書』。
28）無限責任結城信用組合『第十五期事業報告書』（大正5年度）。
29）　前掲『茨城県産業組合史』176－177頁。
30）　加藤隆「遠州地方における初期信用組合の存立基盤」（全国農業協同組合中央会編『協同組合奨励研究報
　　告』第二輯、御茶の水書房、昭和52年、所収）。
〔追記〕
　本稿作成にあたり、結城市史編纂室中村弘見氏、渡辺平次郎氏に資料閲覧の便宜をたまわった。記して謝意
を表したい。
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